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呼吸器感染症 に対す るcefetamet pivoxilの 臨床的検 討

武田 博明 ・押 谷 浩 ・渡辺 秀裕 ・小林 宏行

杏林大学医学部第一内科*

新セ ファロスポ リン系抗生剤cefetamet pivoxil (CEMT-PI)を 呼 吸器 感染 症例 に使用

し,臨 床的に検討した。疾患は気管支拡張症2例,慢 性気管支炎1例,肺 炎1例 であ り,そ の

結果有効3例,や や有効1例 と良好な成績が得 られた。副作用は一例に軽度かつ一過性の便秘

がみ られた。他には自 ・他覚的な副作用は認め られず,臨 床検査値の異常変動 もみ られなかっ

た。以上よ り,本 抗生剤は呼吸器感染症では安全に使用可能であり,そ の臨床効果 も期待でき

ると考 えられた。
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新 セ フ ァロスポ リン剤 で あるcefetamet pivoxil

(CEMT-PI)は 経 口投与後腸管か ら吸収 され,活

性を有す るcefetamet(CEMT)と な る。活性体 であ

るCEMTは グ ラム陽性菌,陰 性菌に対 し広いスペ ク

トラム を有 し,特 に優れ た抗グラム陰性菌活性 を示

す。 さらに β-ラ クタマーゼに安定 という特徴 も有す

る1～3)。

著 者 らは本剤 を呼吸器感染症例 に対し使用す る機会

を得 たので,そ の有用性および安全性に関 し,臨 床的

に検討 した。対象は4例 の呼吸器感染症例であり,年

齢は43歳 か ら76歳(平 均58.8歳,男 性3例,女 性

1例)で ある。4例 の疾患の内訳は気管支拡張症2例

および慢性気管支炎の感染性増悪1例,肺 炎1例 であ

る。以上の4例 はいずれ も症状的には中等症であ り,

かつアレルギー歴および薬剤に対す る副作用歴などは

有 していない例 であった。投与方法 は本剤250mgを

1日2回 が3例,500mgを1日2回 が1例 であ り,

その投与期間は7日 間が2例,14日 間が2例 であっ

た。本剤使用前後における臨床症状を詳細に検討し,

さらに臨床検査値の変動,喀 痰中細菌検索も合わせて

施行し効果判定を行った。臨床効果の判定は本剤投与

終了後に上記の諸症状 ・所見の改善度を主治医が検討

し,こ れを行った。以下症例を呈示する(Table1)。

症例1:76歳 男性,気 管支拡張症感染性増悪例。

年次に数回の感染性増悪をくり返していた。今回も発

熱に伴って膿粘性痰の増加があり,本 剤の使用を開始

した。なお投与開始前の喀痰 より, Klebsiella pneu-

moniae が同定された。投与開始後,増 多が認められ

ていた白血球数の改善,CRP陰 性化,喀 痰症状の改

善および量の減少が得 られ有効と判定した。

症例2:63歳 男性,慢 性気管支炎の感染性増悪

例。慢性呼吸不全の状態を呈しており,長 期にわたり

外来にて経過観察中の例である。今回37℃ 台の発

熱,咳 嗽,膿 粘性痰がみられ急性増悪の診断で本剤を

Table 1. RTI-patients, treated with cefetamet pivoxil
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使用 した。本剤使用後,喀 痰は粘性 とな り,解 熱が見

られ呼吸困難の改善傾向 もあり,有 効 と判定 した。

症例3:43歳 女 性,肺 炎例。咳嗽,喀 痰が徐々に

増悪 し,発 熱 も伴 ってきたため近医受診。胸部異常陰

影を指摘 され,当 科紹介 され外来受診。肺炎の診断に

て,本 剤投与開始。投与後,解 熱など自覚症状の改善

が得 られ,レ 線上 も浸潤影の減少が認め られたため,

有効 と判定 した。

症例4:53歳 男 性,気 管支拡 張症 の感染性増悪

例。発熱,咳嗽,膿 粘性痰の増加がみられたため,急

性増悪と判断 し本剤の投与を開始 した。7日 間の投与

で解熱傾 向がみ られ たが,喀 痰性状に変化はみ られ

ず,白 血球数 およびCRPの 改善 もごく軽度であった

ため,や や有効 と判定 した。

今回検討の対象 とした4例 いずれ も,投 与開始前喀

痰中細菌検索が施行 されたが,起 炎菌 として同定可能

であったのは2例(症 例1,症 例3)で あ った。菌種

は K.pneumoniae と Streptococcus pneumoniae であ

り,本 剤投与によ り,こ れら2菌 種いずれ もが消失 し

た。

以上本剤投与4例 いずれもが,臨 床的有用性の検討

対象 となった。その結果3例 は有効 であ り,残 り1例

はやや有効であった。使用 した4例 のうち,3例 は慢

性気道感染例であ り,い ずれ も長期罹患例であ り,肺

胞気道系の器質化傾向が強い例 である。すなわち必然

的に難治化傾向 となる例であった。これ らの3例 に対

し,2例 が有効であり,残 り1例 に もあ る程度の有効

性が得 られたこ とは,検 討症例が少 ない という難点が

あるが,本 剤はある程度難治例 でも臨床的効果が期待

できるもの と考え られた。 さらに1例 のみ ではあ る

が,肺 炎例 でも有効性が得 られた。 したがって,本 剤

は慢性気道感染症および肺実質感染症に対 し効果が充

分期待可能であろう。

Table 2. Laboratory tests results

B: before treatment, A: after treatment

一方
,副 作用は1例 で便秘がみ られたが,一 過性で

あ りす ぐ改善が得 られた。本例の本剤使用 との関連性

については,経 過 を検討 してみると必ずしも明確 とは

いえないが,以 前 より便秘傾向の経験 を持ち合せなか

ったことより副作用 として採用した。その他,自 他覚

的副作用は認め られず,臨 床検査値の異常変動がみ ら

れた例 も認められなかった(Table2)。

以上のことを勘案すれば,本 剤は通常の呼吸器感染

症のみならず,あ る程度難治化 した例に対 して も安全

に使用可能であり,ま たその臨床効果 も期待 されうる

ものと考 えられた。
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CEFETAMET PIVOXIL 
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We studied cefetamet pivoxil, a new cephalosporin, to determine its clinical efficacy and safety 

at a dose of 250•`500 mg twice a day in 4 patients with respiratory tract infections.Clinical 

response was good in 3 and fair in one patient.The only side effect was transient constipation in 

one patient.


